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k を体, Rを n変数多項式環 k[x1, . . . , xn]とする. このとき Rから一つ多項式 f をとると次のような代入
写像を考えることができる.

kn −→ k

∈ ∈

(α1, . . . , αn) 7−→ f (α1, . . . , αn)

このとき記号 Var(−)を次のように定義する. f1, . . . , fr ∈ Rに対して,

Var (f1, . . . , fr)
def⇐⇒ {(α1, . . . , αn) ∈ kn | fi (α1, . . . , αn) = 0 for 1 ≤ ∀i ≤ r}.

kn の部分集合 V が代数的集合であることを定義する.

kn ⊇ V が代数的集合 def⇐⇒ ∃Rのイデアル a s.t. V = Var(a).

Rのイデアル aは有限生成であるから, その生成元を f1, . . . , fm ∈ Rとすれば, Var(a) = Var(f1, . . . , fm)

となる. 故に, 任意の kn の代数的集合は有限個の多項式の共通零点を考えることになる.

今回紹介したい内容は [1]の演習問題となっている次の事実です.

定理� �
k が代数閉体でないとき, 任意の kn の代数的集合はただ一つの方程式で定義される.� �

本講演ではこの定理に関連した事柄を [2] を参考に Gröbner 基底の視点（消去定理, イデアル所属問題な
ど）から調べた内容についてもご報告したいと思います。
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